
火山活動と地震活動に就いて

手口達清夫・盆同クニモ

1.概要 本調査は著者等の編纂せる績本邦噴火概表を基として，火山の活動と地e

震の活動との聞の空間的及び時間的関係を調査したものである。湾問山の活動を中心a

として調べられた結果は，昼間的にも亦時間的にも，火山の活動は庚い範閏を問題に

すれば、地震の活動と同じ地域に盛となり，狭い範園を細かく論宇寸Lば寧ろ反長!の傾向

のある事が分った。但し共の関係，特に時間的関係に於て，それ程顕著えに事賓とは言

ひ難いが，との事責は噴火と地震現象の機構に~fいある一端を指示するものと考へ

れらる。

2.噴火と地震との関係地球上の火山帯と地震帯が略同じ援に分布して居る事責タ

剖ち地殻の弱線に沿ふて火山も多く地震も多いと云ふ事責はよく知られて居る。之と

伺時に，狭い地域内spち日本附近のみに限をつけて仔細に見れば，此の傾向は寧ろ反

封とた:D，火山のある地方には地震が反って寡いと云ふ事責も亦認められて居る所でー

ある。市して時間的の関係、に釘しては，世紀或はそれ以上の長年月を単位とするが如

き場合には，との~m者の活動は共に治長ずる事賓が認められて居るが，短時日郎ち数

日，又は一ヶ月の如き時間に於て火山活動と共の附近に於ける地震のE芝生に就いての

確賓伝統計は未だとられて居ない様である。勿論との際噴火に前後して生す=る火山性

地震は別問題とする。或は， 1火山近傍に噴火に前後して設現ずる地震を以て，悉く

火山性地震となしてF 普通の地震と匡別し之等を除外するならば，火山活動と地震活

動とは狭き範固に於ては全く脊弛する様な結果となるが営然、であらう」との疑問が存

するかも知れぬ。但し事責地震観測の上から火山性地震なりと忠はれるものは，普通

の地震と明らかに判別され得るものであるが，イ院に一歩を譲り判別し難いものとして z

も，地震の中規模大志るもののみを樫び，之を以て地震活動の大勢を示すものとすれ

ば，との懸念には及ばぬとととなる O 現在の調査に於ては地震のJ:t，気象牽に於て穎

著地震又は和顕著地震と名付けられたる規模大なる地震のかを扱ひ，火山|生なりや否

やの如きととは全く念頭に置かぬことにして居るつ

今火山の活動と地震活動との関係、を調べるのに，地震の調査が比較的精密に行は

れ，共の結果の護表されて居るのは明治 38年以降である。火山活動として，明治 38

(1)著者等の前i論文「日本列島附近に後生せる深護地震の表J験震時報第 8巻第2披に於て深

護地震のあるものが火山附近の地下に屡よ設現し，.其等は火山活動と密接な闘係あるら Lき

ζ とを述べたO 此島に地震とあるは総ての地震を指すのであるが，深護性の地震は護現同教

が少いから，結局浅護地震のみを指すのと同じ~味になる。
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年以降，今日迄の凡そ 30年聞に於いて共の活動が間断なく績き，観測が最も精確に

注されて来た火山としては，第一に、湾問山を奉げるべく，共の他の火山でとの僚件を

瀦すものは殆どない。従って現調査に於-亡ほ浅間山の噴火活動の消長と地震設現との

i問の関係を求め，以て一般的の火山と地震の活動の相互関係を知る一助となしたもの

である0 ・・

3.火山と地震の授現地域第ーに火山の近傍に果して地震寡きか否か，叉火山を

離れた地域に地震は如何に分布して居るかを調べて見る。乙の事は長年に亙る地震統

計から得られた震央;分布園を見れば一目瞭然のことであるが，又之を曲線の形と注し

て示せば第1園の太い寅曲線 (1なる番競を附す〉にて示したものとなる。 gpち同曲

線は?縦軸に地震同数(顕著

及び

年より昭和八年に到る期間に

方於さてE設受現した同数の密度，単

位面積はさド径，100粁の園を

取る。〉を，横軸には浅間山よ

り震央迄の距離を取って描か

れたものであるo 本来ならば

現在活動して居る火山総てを

包含する様な地域と，地震の

震央との関係を調べるべきで

あるが，之は一つの試みとし

て置く。地震同教の統計の数

字は後に掲げる第 1表に出

て居る。

，第 1国のこの Iなる曲線

の形を見で人明ら;かに地震は

筏間山近傍に少く，柏、離れた

250粁程度の所に多く，而し

τこの先は又減少して居る。

敢へてとの曲線を引いて始め

て知る誇でなく，関東地方及
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び共の近海に地震が多いので、あるから，との影響が現はれるとも言へやう。併じこの

傾向は，他の何れの火山特に現在活動して居・る火山を取っても大同小異の結果が得ら a‘

れるととを信宇、る。従って火山脈と地震帯と云ふ相営に虞い地域同志の地理的関係

も，かうした傾向になって居る誇である。

4.噴火と地震との時間的関係火山が活動し始めた時にF 共の附近に地震(火山性

(170) 



地震を除く〉が多いか少泣いかと云ふ事は，まだ充分調べられて居ないと忠ふ。概し F

ては地震が寧ろ少ないと忠はれて居はしないであらうか。一健，火山性地震を除く普

通の地震は火山活動とは全く無関係のものと思はれ勝ちであった。例へば北海道十勝

岳の噴火があった翌日:襟裳岬沖lて顕著地震が起ったとする。との雨地の距離は 200粁

位離れて居るが，との雨現象は猫立したもので互に無関係で、あると考へるのは果して

受賞であらうか。との調査はとの問題に幾分の参考と左らうかと思ひ試みたものであ

る。

ある火山の噴火活動と共の附近の地域に於ける地震活動との問の関係を見るには，

地震活動の地域を，火山からどれ程遠く迄を取るかと云ふことが重要事となる。更に

時間的関係を見るに，凡そ如何程の時間を取って考ふべきかも亦問題であるO 今三たの

如き方法を試みる。

(1)噴火のあった日の前後 10日郎ち 20日間，

(2)噴火のあった日の前後 30日邸ち 60日間に起った地震の教を調べ，而して地

震の線、同教と比較して見た。此の比較に際しては，火山から震央までの距離に従って

弐の 5種に分ち数へる。 13Pち (i)距離が 0---100粁， (ii) 100---200粁， (iii) 200---

300粁， (iv) 300--400粁， ( v) 400----500粁に分はたのである。 500粁以上は離れた

所の地震は先づ共の火山の活動とは無関係で、あると考へて採らなかった。

第 1表 浅間山の噴火と共の近傍に起つ?と地震同教との表

)!? 地震同数(顛著及び不j~額著〉
噴浅(焼火間岳同数〉山 備。 考a

0-100粁 100~200 I 200-300 I 300-400 1400-5CO 

明治38年 601  15 3 6 18 3 5 14 0 2 401  8 0地震は顕著及てJご柏、頴著

39 100  19 3 6 24 6 10 13 2 4 734  3 地震のみを取る。

40 000  7 02  18 2 7 745  f) 22  4 

41 524  11 2 4 21 11 18 978  42 :3 5 

42 323  11 4 11 22 15 22 535  515  8 

43 422  13 6 11 18 9 14 412  10 

44 212  15 9 12 35 14 28 10 2 5 5 1 29 

大 正 1 511  25 12 12 20 7 13 7 2 6 4 13 11月快

2 111  959  12 5 11 5 ~ 5 5 2 32 7月l快

ミぞタ〉 000  813  11 5 8 858  4 1 26 2， 3， 4， 11月扶

4 100  13 1 6 21 1 5 13 1 4 15 0 o (3) 
5 I 2 0 2 411  17 2 2 7 1 1 I 4 0 2 o (2) 
6 000  13 0 0 16 0 0 40  0 100  O 

7 I 2 0 0 900  12 0 0 500  100  O 

8 101  12 1 4 12 0 5 503  300  企。. 11月扶

9 20  0 622  14 2 2 10 0 0 300  9 8月扶
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三守
地震回数(額著叉び柑顛著〉

浅噴火間回数山
備 考 F喝，

0-100粁 100-2001200-3001300-4001400-500 〔焼岳〉

10 000  514  5 ミ9J'Rり> 100  100  10 

11 000  12 3 :3 15 4 5 4 1 1 333  9 

12 100 33 0 1 31 1 8 400  1 0 J o (1) 
13 100  28 3 8 23 2 10 402  5 1 1 2 

14 000  16 8 9 18 9 11 14 11 12 323  。(24)
昭和 1 704  801  15 1 3 400  201  o (1) 0地震同教の欄にて第 1数

2 000  400  23 1 2 14 0 3 402  2 (1) 
字は全同数，第 2数字は噴
火の前後10日以内(20日間〉

310 0 0 602  50' 1 100  322  5 の地震同数，第 3数字は前

4 000  400  700  400  100  1 後30日以内(60日間〕の地震

5 り o0 957  827  422  511  
同教である o

17 

6 11 0 1 846  837  524  402  37 (3) 噴火回数欄に於ける数字は

7.1 1 0 1 100  212  644  2 1 1 16 浅間山の噴火同教にて，括
弧内の数字は焼岳の噴火同

810 0 0 300  5'0 0 800  600  O 数なり，後者を参考の鼠附

一 記す。
47 9 327 74 4.56 109 199 48 115 26 

合計
47 

248 
22 ]37 209 82 

日数数加にき補rf 47 42 327 346 456 510 199 221 115 122 / する
正問 53 326 496 198 114 

第 1表はとの統計の結果を示すものである O 地震同教の全躍はとの表の第 1数字

であれ噴火の前後20日間に起った地震同教は第2数字であれ噴火の前後の 60日

間に起った地震同教は第3数字でるる。最下段の「日教に封ずる加補正地震同数」と

云ふのは，噴火の前後 20日又は 60日と云ふ期間は，日教が杢鰹に比べて著るしく

少ない故，全障の地震同数と比較するには，全日教に釘しては何同の地震が起ったこ

とに相賞するかと云ふ捕正を加へねばたらない， ~p ちとの補正を加へたものが前記の

加補正同数である。

との 29年間の統計結果を闘示して見ると，之は前の第 1闘の A，B， C なる曲線

となる。之等の 3曲線を見ると，先づ三者共殆んど同じと見るととが出来る。勿論細

かいととを言へば噴火の前後 20日の聞に於ては，通常よりも多少地震の設現が多

く，その傾向は特VC，火山から数百粁離れた所で，柏顕著だと云へば顕著である。併

し数値に現はれた所で、1割以内の差異であるから之を以って，噴火に前後して地震も

多い傾向があるとは決して断言するもので左く，寧ろ数十日程度の時間の統計に於て

は，噴火と地震の設現には関係があまりない様であると言ひ度い。

第 1去の噴火の同教は，噴火のあった日を 1同と数えたもので，同日に二同あっ

たものは， 1同と計-算されて居る O 命又二日比亙って噴火あるも，場合によっては 1.
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同に勘定した時もある。噴火同教の欄の括弧肉の数字は;境岳の噴火同数であるc とり;

雨者は近年に於ける中部日本の火山活動の代表をなすものと思ふが，との雨者の活動

は，交互に行はれて居ると云はれて居るが，よく見ると必やしもさうでない。即ち長

い時間の範固では共に活動し，細かい時間内に於ては交互活動とも見られる" gpち近

傍の火山同志の関係も，噴火と地震との関係に似て居るととになる。

5.噴火と地震の長年月に於ける消長の比較第 1表の統計-は約 30年間に互って

居るのであるから，との期聞に於ける火山と地震の活動との、治長を比較して見るとと

が出来る。第 2固は 1年毎双方の総数を比較したものがある。火山活動の方は前向

裁の同教を取り，地震活動の方は火山を中心として牛径200粁の圏内地域に起った地

震及び、 300粁の圏内域に起った地震(頴著，結顕著)同数を取って居る。此庭に留意

第 2 閏 火山と地震活動の泊長比較国
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すべきことは，顕著，粕顕著等の地震の大いさの定め方が，往時に於ては確とした規

準左く，従って 30年の間には多少地震同教に愛化が来して居ることである。 gpち明

治及び、大正の初め頃等は，か左り小規模の地震にて現在ならば恐らく;]、直域地震位に

しか友らぬと忠はれる地震も，和顕著地震に加へられ要覧に掲載されて居る。現在の
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;調査では要覧掲載のそのま Lを採用して居るため，地震同教の結封イ直は古い時と近頃1

との問に比較が困難であるが，相主t的に共の治長の傾向を見るだけならば，之で犬過

.II.い'とイ言やる。

倍，第2固に依って曲線を比較して見るに，一見噴火:と近傍の地震の聞には殆ど無

位関係の如く見られるが，筆者は命共の間三たの如き傾向は充分看取出来ると思ふ。部ち

五年十年を阜位として見るに，大勢に於て噴火盛なる時代には地震活動も活設な傾向

るり，而して更に一年の如き細部に於ては寧ろとの関係、が逆の如き，関係となって見え

るのである。この様な統計は更に今後数十年を経なければ確かには断定し難いが，長

い年月に於げる噴火と地震との関係は，丁度空間的広調べられた火山と地震を芝生の場

戸との関係と似た傾向を示して居る様である。

6.結語火山活動と共近傍に於ける地震活動との問の関係は，空間的にも，時間

!的にも，大勢に於ては平行的に活動し，細部に於ては寧ろ反釘に活動して居る様であ

る。この事は地震と噴火なる二つの現象が，地殻吋に於て同じ原動力から生じて居る

もので，たど形を愛えて現はれたものと見ることに依って了解されるO 市して地殻内

に勢力が蓄積される様trtlf¥態となる時はこの双方と共に活畿となるが，然し勃議する

に営つては，片方の活動に勢力が費れる時は，片方は稲静穏となるので、はないかと忠

;はれる。但し共の時間的関係は少くとも年を以て数へる位の時間を要し，叉空間的関

係は数百粁の程度に及ぶらしい。火山活動に閲しては，著者等の知識乏しし大方の

御示教をむ願する弐第である。

(昭和 10年 1月 於中央気象芸〉
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